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人がするように抱き上げて

ベッド⇔車いす等

移乗を行います

2. 抱上げ式ロボット介護機器のご紹介



誰でも・一人で・らくに・簡単に

「人を人らしく介助」が

Made in Japan の品質と信頼性
おもてなしの心で世界の人と人をつなぐ

抱上げ式ロボット介護機器（SASUKE）による移乗イメージ（標準型車椅子）

2. 抱上げ式ロボット介護機器のご紹介
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2.抱上げ式ロボット介護機器のご紹介
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3. 抱上げ式ロボット介護機器の開発
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抱上げ式への取組

☛開発支援事業等
●平成25年度「ロボット介護機器開発・導入促進事業」経済産業省/厚生労働省→AMED

●令和4年度「ロボット介護機器開発等推進事業（開発補助）」AMED

普及型抱上げ式
（非公開）
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2.抱上げ式ロボット介護機器の開発

強み

・床の状況によっては取り回しが重たい（介護者）

・分解できないので部屋に持ち込めない（在宅）

・機器重量が重たく一人で運搬・販売できない
（介護者、販売者）

・組み立て式ではないので輸送コストが高い
（販売代理店、海外代理店）

弱み

強みをそのまま生かし、弱みへの対応が必要



普及型抱き上げ式ロボット介助機器の開発要件（成果）

開発主要課題

•導入コスト低減

•物流機動性の向上
在宅環境及び海外での普及

開発成果(開発中）

•本体構造簡素化によりコスト低減
構造の簡素化により重量低減⇒ 取り回し性の向上

•本体構造の簡易組立性
物流機動性が向上し、在宅への搬送が容易

使用環境、対象者を限
定することにより機器
構造の簡素化

ROBOHELPER SASUKE

普及型抱き上げ式（非公開）
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